
鶴
岡
市
議
会
総
務
常
任

委
員
会
の
視
察
研
修
が
10

日
か
ら

日
ま
で
行
わ
れ

12

ま
し
た
。

「
新
し
い
自
治
」
へ
の
挑

戦
―
岡
山
県
津
山
市

日
は
岡
山
県
津
山
市

10
阿
波
地
区
の
「
あ
ば
村
運

あ

ば

営
協
議
会
と
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

津
山
市
は
平
成

年
２

17

月
に
３
町
１
村
を
編
入
。

特
に
阿
波
地
区
（
旧
阿
波

村
）
は
山
村
地
域
で
、
人

口
は

年
間
で
１
４
１
人

10

（

・
３
％
）
減
少
し
て

20
５
５
２
人
（

年
１
月
１

28

日
）
、
高
齢
化
率
は

％
44

に
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
後
、
地
区
内
に
一

つ
だ
っ
た
幼

稚
園
と
小
学

校
は
休
園
・

閉

校

と

な

り
、
市
役
所

阿
波
支
所
は

阿
波
出
張
所

に
格
下
げ
さ

れ
職
員
は
３

人
。Ｊ

Ａ
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン

ド
と
購
買
店

舗
は
撤
退
し
、
金
融
機
関

は
郵
便
局
の
み
と
な
り
ま

し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
は
12

㎞
も
下
ら
な
い
と
買
え
な

い
こ
と
か
ら
、
各
町
内
会

で
つ
く
る
自
治
組
織
「
あ

ば
村
運
営
協
議
会
」
が
全

戸
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
「
合
同
会
社
」

を
立
ち
上
げ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
や
商
店
な
ど

の
運
営
を
お
こ
な
う
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

出
資
金
は
１
口
１
０
０

０
円
に
設
定
し
、
出
資
者

は
最
終
的
に
１
６
６
人
、

２
１
２
万
８
０
０
０
円
の

出
資
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。平

成

年
２
月
に
「
合

27

同
会
社
あ
ば
村
」を
設
立
。

そ
の
後
、
地
区
に
移
住
し

て
き
た
人
も
参
加
し
た
の

で
、
現
在
の
出
資
者
は
１

７
４
人
に
な
り
ま
し
た
。

出
資
者
は
経
営
者
で
あ

り
社
員
で
、
全
員
が
経
営

に
責
任
を
持
ち
、
出
資
額

に
関
わ
ら
ず
１
人
１
票
の

権
利
が
あ
り
、
意
思
決
定

や
利
益
配
分
に
意
見
が
反

映
さ
れ
ま
す
が
、
大
所
帯

な
の
で

人
の
役
員
が
月

10

１
回
の
定
例
会
で
話
し
合

っ
て
決
め
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

自
治
会
や
町
内
会
な
ど

の
「
地
域
自
治
組
織
」
が
、

住
民
参
加
型
の
実
行
部
隊

で
あ
る
「
地
域
運
営
組
織
」

を
つ
く
っ
て
活
動
す
る
模

範
的
な
事
例
が
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。

「
あ
ば
村
運
営
協
議
会
」

の
も
と
で
は
、
「
合
同
会

社
あ
ば
村
」
の
他
に
、
農

産
物
加
工
の
「
一
般
財
団

法
人
あ
ば
グ
リ
ー
ン
公

社
」
、
過
疎
地
有
償
運
送

事
業
や
間
伐
材
活
用
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ビ
レ

ッ
ジ
あ
ば
」
、「
温
泉
交
流

館
」
や
「
連
合
町
内
会
」

と
い
う
実
行
部
隊
で
地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
仕
組

み
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

合
併
か
ら

年
経
ち
衰

10

退
が
激
し
い
山
村
で
、「
あ

ば
村
宣
言
」
（
平
成

年
27

２
月
）
を
発
し
、
住
民
が

心
を
一
つ
に
新
し
い
自
治

の
か
た
ち
を
つ
く
る
挑
戦

を
始
め
て
い
ま
す
。

利
用
率
が
高
い「
乗
合

タ
ク
シ
ー
」
―
岡
山
県

高
梁
市日

は
岡
山
県
高
梁
市

た
か
は
し

11
の
「
地
域
公
共
交
通
の
取

り
組
み
」に
つ
い
て
で
す
。

民
間
バ
ス
路
線
が

路
13

線
、
３
地
域
で

路
線
の

12

生
活
福
祉
バ
ス
、
２
地
域

と
３
地
区
で
乗
合
タ
ク
シ

ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
市
と

事
業
者
の
連
携
に
よ
る

「
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
」

で
、
利
用
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

市
が
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ

ー
を
所
有
し
、
事
前
に
運

行
経
費
を
積
算
し
て
一
定

の
委
託
料
を
事
業
者
に
支

払
い
ま
す
。

利
用
料
金
は
一
律
４
０

０
円
で
す
。

運
賃
収
入
は
事
業
者
に

入
り
、
事
業
者
は
ド
ラ
イ

バ
ー
給
与
に
運
賃
収
入
を

上
乗
せ
し
て
支
払
い
ま

す
。そ

の
た
め
運
転
手
は

乗
車
利
用
率
を
高
め
る

努
力
が
さ
れ
ま
す
。

年
度
は
、
備
中
地

28
区
の
利
用
者
数
３
８
６

２
人
で
委
託
料
１
１
４

０
万
円
、
川
上
地
区
は

利
用
者
数
３
４
５
１
人

で
同
６
９
７
万
円
で

す
。（

２
面
に
つ
づ
く
）
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日本共産党の加藤鉱一市議

九
条
守
る
見
識
を
示
す
べ
き

こ
の
知
事
会
見

の
数
日
後
、
「
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

会
や
ま
が
た
」
の
準
備
会
が
立
ち
上
が

り
６
月
４
日
に
設
立
集
会
が
開
か
れ
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し
た
。

各
種
世
論
調
査
で
も
、
「
九
条
は
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
」
が
多
数
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
二
度
、
知
事
に
九
条

に
関
わ
る
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た

が
、
知
事
は
「
九
条
は
守
ら
れ
る
べ
き
」

と
い
う
答
弁
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

６
月
議
会
で
は
、
県
民
の
願
い
に
応

え
た
見
識
を
示
す
こ
と
を
改
め
て
知
事

に
求
め
て
い
く
所
存
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

安
倍
首
相
が
「
憲
法
９
条
に
自
衛
隊

を
明
記
す
る
改
憲
を
行
い
、
２
０
２
０

年
に
施
行
を
目
指
す
」
と
表
明
し
た
こ

と
か
ら
、
吉
村
知
事
も

日
の
定
例
記

10

者
会
見
で
見
解
を
問
わ
れ
ま
し
た
。

知
事
は
、
「
九
条
と
い
う
の
は
本
当

に
大
事
な
と
こ
ろ
」「
（
改
憲
は
）
広
く

深
く
議
論
を
し
て
国
民
が
納
得
す
る
形

で
進
め
て
い
く
べ
き
」
と
、
期
限
を
切

っ
た
改
憲
の
取
り
組
み
へ
の
不
同
意
と

も
取
れ
る
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
同
時
に
、
「
九
条
、
参
院
選

挙
区
制
度
、
高
等
教
育
の
無
償
化
」
を

「
議
論
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」
と
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

合同会社あば村が運営する「あば商店」



第
５
回
山
形
県
高
齢
者

大
会
が

日
、
三
川
町
な

14

の
花
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

県
内
か
ら
の
多
く
の
参

加
者
で
広
い
会
場
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
午
前
中
は

物
産
展
と
４
つ
の
分
科
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

午
後
の
開
会
行
事
で

は
、
武
田
道
隆
実
行
委
員

長
が
挨
拶
し
、
「
高
齢
者

の
貧
困
の
元
凶
に
日
本
の

貧
し
い
年
金
制
度
が
あ

る
。
高
齢
者
大
会
で
大
い

に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
阿
部
誠
・

三
川
町
長
が
「
み
な
さ
ん

の
活
動
が
高
齢
者
の
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
大

い
に
頑
張
っ
て
下

さ
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

舟
山
康
江
参
議

院
議
員
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
「
自
公
政

権
に
よ
っ
て
、
国
民
の
安

心
安
全
な
生
活
を
守
る
た

め
の
政
治
と
は
真
逆
の
方

向
に
突
き
進
ん
で
い
る
」

と
し
て
「
今
後
と
も
全
力

で
活
動
し
て
ま
い
る
こ
と

を
誓
う
」
と
決
意
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
大
会
決
議
が
提

案
さ
れ
満
場
一
致
で
採

択
。
県
実
行
委
員
会
事
務

局
長
の
松
浦
猛
将
氏
が
取

り
組
み
の
課
題
を
提
起
し

ま
し
た
。

飯
田
弁
護
士
が
落
語

調
の
記
念
講
演

記
念
講
演
は
弁
護
士
の

飯
田
美
弥
子
さ
ん
に
よ
る

「
八
法
亭
み
や
や
っ
こ
の

暮
ら
し
を
守
り
平
和
を
志

向
す
る
日
本
国
憲
法
」
。

落
語
調
の
面
白
く
て
分
か

り
や
す
い
憲
法
の
話
に
会

場
が
大
き
く
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
の
理
念
は

個
人
の
尊
厳
が
原
理
で
あ

る
こ
と
。

個
人
の
尊
厳
原
理
に
立

ち
人
権
保
障
（
自
由
）
と

国
民
主
権
（
民
主
）
、
平

和
主
義
が
あ
る
こ
と
、
自

由
と
民
主
は
立
憲
主
義
そ

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
自
民
党
改
憲
案

は
、
「
国
の
た
め
に
国
民

が
あ
る
」
と
の
考
え
で
国

民
に
憲
法
尊
重
義
務
を
課

し
、
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
」
に
よ
る
人
権
を
制
約

し
、天
皇
を
元
首
と
し
て
、

国
防
軍
を
設
置
し
、
緊
急

事
態
を
創
設
し
て
民
主
主

義
と
平
和
主
義
を
放
棄
す

る
も
の
と
断
じ
ま
し
た
。

自
民
党
が
望
む
改
憲
を

阻
止
す
る
た
め
に
は
、
他

力
本
願
で
は
だ
め
で
、「
私

が
国
の
主
人
公
だ
と
い
う

自
覚
を
持
と
う
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

羽黒庁舎市民福祉課入札結果（ ）内は予定価格
5月11日入札分

・貴船保育園遊戯室エアコン設置工事（羽黒町後田字谷地田186-1）
（入札9業者）
東洋空調工業(株) 1,860,000円（2,140,000円）

工期～7/11（落札率86.92％）

櫛引庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
5月11日入札分

・平成28年災 33-17早坂(1)地区災害復旧工事(繰越明許)（たらのき
代字早坂地内）（入札3業者）
(株)田川 1,200,000円（1,240,000円）工期～7/31（落札率96.77％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月11日入札分

・史跡旧致道館囲障改修工事（馬場町11番45号）（入札5業者）
(有)植進造園 3,650,000円（3,760,000円）工期～7/31（落札率97.07％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月11日入札分

・工業団地錦町大泉橋線道路改良工事（上畑町地内)（入札5業者う
ち1業者辞退）
青葉建設(株) 3,070,000円（3,219,000円）工期～8/7（落札率95.37％）
・家中新町泉町線道路改良工事（若葉町地内）（入札5業者）
青葉建設(株) 3,570,000円（3,664,000円）工期～8/4（落札率97.43％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
5月10日入札分

・鶴岡市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設10-2～15-1号路面復旧
工事（羽黒町狩谷野目地内）（入札6業者うち1業者辞退）
(株)東北ペーブ 9,060,000円（9,372,000円）工期～6/30（落札率96.67％）
・鶴岡市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設10-2号水管橋改良工事
（羽黒町黒瀬地区）（入札7業者）
(株)丸元建設 17,000,000円（17,115,000円）工期～9/1（落札率99.33％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

鶴
岡
市
の
東
栄
地
区
デ

マ
ン
ド
交
通
は

年
度
、

26

利
用
者
数
２
１
７
４
人
で

市
の
補
助
金
３
０
６
万
円

で
す
か
ら
、
委
託
料
は
高

梁
市
が
充
実
し
て
い
ま

す
。運

転
手
は
利
用
者
の
実

情
を
把
握
し
、
通
院
診
察

の
終
わ
る
頃
を
見
計
ら
っ

て
声
を
か
け
た
り
、
誰
が

い
つ
通
院
や
買
い
物
で
出

か
け
る
か
知
っ
て
い
る
の

で
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

用
率
は
高
く
、
住
民
の
評

判
が
良
好
で
す
。

し
か
も
高
齢
者
の
安
否

確
認
も
兼
務
で
き
る
な
ど

過
疎
地
域
に
と
っ
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
高

梁
市
で
は
地
区
の
実
情
に

応
じ
、
生
活
福
祉
バ
ス
か

ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
切
替

え
を
進
め
て
お
り
、
「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」（

年
３
月
）
で
は
、

27

①
ま
ち
づ
く
り
と
の
連

携
、
②
人
々
の
交
流
促
進
、

③
協
働
に
よ
る
公
共
交
通

の
維
持
・
発
展
を
め
ざ
す

基
本
方
針
を
決
め
て
い
ま

す
。

市
の
魅
力
発
信
「
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
―

徳
島
県
徳
島
市

日
は
徳
島
県
徳
島
市

12
の
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
で
す
。

阿
波
お
ど
り
で
有
名
な

徳
島
市
を
さ
ら
に
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
し
、
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
戦
略
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

魅
力
発
信
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
「
水
都
」「
歴
史
」「
阿

波
お
ど
り
」
「
特
産
品
」

の
４
つ
に
定
め
、
産
学
官

民
の
事
業
主
体
に
よ
る

「
と
く
し
ま
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
て
官
民

協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。鶴

岡
市
で
も
「
食
文
化

創
造
都
市
」
に
よ
る
観
光

に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
関
心
を
い
か
に
高

め
る
か
に
苦
心
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
共
通
の
課
題
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

「
国
保
証
留
め
置
き
」

（
本
紙
５
月

日
付
）
に

14

つ
い
て
市
当
局
が
調
べ
た

結
果
、
留
め
置
き
の
事
実

は
な
く
、
当
該

代
男
性

60

に
つ
い
て
平
成

年
度
ま

25

で
は
３
ヶ
月
の
短
期
保
険

証
を
、

年
度
以
降
は
有

26

効
期
間
１
年
の
通
常
保
険

証
を
交
付
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

国
保
証
は
郵
送
で
届
く

た
め
、
開
封
し
所
持
し
て

い
れ
ば
受
診
時
に
分
か
り

ま
す
が
、
期
限
切
れ
の
保

険
証
し
か
な
く
、
し
か
も

受
診
歴
が
な
く
手
遅
れ
状

態
で
死
亡
し
た
た
め
、
医

療
機
関
で
「
留
め
置
き
」

と
判
断
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
税
滞
納

者
に
は
短
期
証
か
資
格
証

を
交
付
し
、
他
自
治
体
の

事
例
に
あ
る｢

留
め
置
き
」

は
行
わ
ず
、
受
診
手
遅
れ

の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

飯田弁護士の記念講演


